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平
和
集
会
に
２
１
０
０
人 

５
・
２
１
平
和
集
会
が
、
沖
縄
本
島
中
部

の
北
谷
球
陽
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

シ
ン
ガ
ー
達
に
よ
る
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
が

午
前
十
一
時
か
ら
始
ま
り
、
歌
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
や
踊
る
人
達
も
い
て
に
ぎ
や
か
に
始

ま
り
ま
し
た
。 

午
後
一
時
か
ら
は
、
若
者
二
人
に
よ
る

司
会
で
、
自
衛
隊
の
駐
屯
地
、
弾
薬
庫
の
建

設
、
ミ
サ
イ
ル
配
備
等
の
軍
事
化
が
可
視
化

し
て
い
る
与
那
国
島
・
宮
古
島
・
奄
美
大
島
・

馬
毛
島
・自
衛
隊
の
弾
薬
庫
等
建
設
に
反
対

す
る
沖
縄
市
民
の
会
・
ミ
サ
イ
ル
配
備
か
ら

命
を
守
る
う
る
ま
市
民
の
会
・
辺
野
古
へ
の

遺
骨
交
じ
り
の
土
砂
搬
出
に
反
対
す
る
島

尻
島
ぐ
る
み
会
議
・
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
・
沖
縄
統
一
連
・
戦
争
体
験
者
・
若
者
代

表
・
県
議
会
代
表
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
や
情
勢
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。 

自
民
・
公
明
の
賛
成
で
防
衛
財
源
法
案
が

衆
議
員
を 

通
過
し
、
戦 

へ
の
危
機
感 

が
報
告
者
の 

声
の
大
き
さ 

に
も
表
れ
、 

今
、
沖
縄
を 

平
和
発
信
の 

場
へ
と
変
え
る 

歴
史
的
タ
イ 

ミ
ン
グ
の
時 

だ
と
強
く
感 

じ
ま
し
た
。 

や
ん
ば
る
は
霧 

が
出
て
く
る
季
節 

に
な
り
ま
し
た
。 

先
日
の
夜
、
帰
宅 

途
中
に
羽
蟻
の
大 

群
が
車
の
ラ
イ
ト 

に
照
ら
さ
れ
舞
っ 

て
い
る
の
に
遭
遇
。 

「
梅
雨
だ
な
ぁ
、 

洗
濯
物
が
乾
か
な 

く
て
困
る
な
ぁ
」 

な
ど
と
、
い
か
に 

も
家
事
を
こ
な
し
て
い
る
主
夫
の
ご
と
く
つ
ぶ
や

く
の
で
し
た
。  

さ
て
高
江
の
座
り
込
み
は
二
〇
〇
七
年
か
ら

続
い
て
い
て
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
が
完
成
し
た
と
す
る

二
〇
一
八
年
後
も
監
視
活
動
に
重
点
を
起
き

し
ぶ
と
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
を
含
め
一
人

ま
た
一
人
と
テ
ン
ト
当
番
も
少
な
く
な
り
。
テ

ン
ト
当
番
は
高
江
の
住
人
の
参
加
者
は
一
人
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
大
宜
味
村
や
名
護

市
か
ら
応
援
が
き
て
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
十
時

か
ら
一
六
時
ま
で
誰
か
が
座
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
十
二
月
の
米
兵
が
県
道
に
出
て
き

て
行
軍
す
る
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
も
テ

ン
ト
で
の
活
動
の
成
果
で
す
。
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
も
訓
練
は
続
け
ら
れ
、
空
は
各

種
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
び
交
い
、

地
上
で
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
闘
の
訓
練
で
森
を
踏

み
荒
ら
し
て
い
ま
す
。
時
折
パ
ン
パ
ン
と
銃
声
が

響
い
て
く
る
こ
ん
な
森
が
世
界
自
然
遺
産
に
ふ

さ
わ
し
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
活
動

は
「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
」
だ
け
で
な
く
、
や
ん

ば
る
の
森
の
実
態
を
広
め
る
事
に
力
を
込
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
座
り
込
み
テ
ン
ト
を
な
く
し
、
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
詰
め

島々を戦場にするな！沖縄を平和発信の場にしよう！ 

追
悼
・早
坂
義
郎
さ
ん 

 

三
月
七
日
付
け
の
赤
旗
の
訃
報
欄
を
み
て

“
あ
っ
！
嘘
！
”
と
思
わ
ず
声
を
上
げ
ま
し

た
。
丁
度
早
坂
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
い

た
直
後
で
し
た
。
“
い
や
、
同
姓
同
名
？
”
と

確
か
め
て
も
結
局
、
早
坂
義
郎
さ
ん
ご
本
人

な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

辺
野
古
の
海
上
デ
モ
の
ご
案
内
い
た
だ
き

親
切
に
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
早
坂
さ
ん
、

業
者
運
動
で
も
頑
張
り
ぬ
い
た
早
坂
さ
ん
、 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。  

（愛
知
県
） 

-世界自然遺産やんばるの森- 高江の今   

 

込
み
現
場
で
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
気
分
で

の
座
り
込
み
で
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
高
江

周
辺
の
案
内
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

団
体
で
お
越
し
の
際
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。  

 

東
村
で
は
、
四
月
二
十
三
日
に
村
長
選
挙

が
行
わ
れ
現
職
の
当
山
全
伸
氏
が
二
期
目
を

守
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

村
長
就
任
前
か
ら
辺
野
古
や
高
江
の
現
場

に
顔
を
出
し
、
「
北
部
訓
練
場
に
お
け
る
Ｎ
４

ヘ
リ
パ
ッ
ド
の
使
用
禁
止
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
含
む

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
集
落
上
空
や
夜
間
早

朝
、
及
び
県
民
の
水
瓶
、
ダ
ム
上
空
で
の
飛
行

禁
止
に
つ
い
て
継
続
的
に
申
し
入
れ
る
」
と
約

束
し
ま
し
た
。
相
手
候
補
は
自
民
党
の
大
物

政
治
家
の
後
押
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、
當
山

村
長
の
誠
実
さ
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。  

な
お
恒
例
の
高
江
報
告
会
は
一
六
回
を
数

え
、
７
月
２
日
に
場
所
を
移
し
て
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

（
東
村
村
議
・伊
佐
真
次
） 

 
 
 
 

 

 

 

５月 25日ヘリ基地反対協は定例の総会を開催しました。ヘリ基地反対協は、1997年 10月 17日結成。日

本政府の軍事基地建設の押し付けに対して名護市民投票を実現し、新基地建設反対の大きな役割を果たし

てきました。その存在意義は今も大きい。新基地建設に反対する辺野古漁港浜での座り込みは５月 25日で

6976日になり、来る６月 18日には 7000日になります。その前に 1997年５月７日から命を守る会が８年

座り込んで基地建設反対の闘いの炎を燃やし続けてきました。併せてまる２６年。日本の闘いでも傑出す

る闘いです。沖縄県民は、米軍占領下での不屈の闘い、沖縄返還後も日本政府の大企業本位の政策に翻弄

され続けてきました。日本国憲法番外地ともいわれてきました。今、その憲法も空文化されようとしてい

ます。まだまた続く怒りの島。琉球・沖縄。新たな闘いの第一歩を踏み出します。総会は共同代表に中村

善幸氏・東恩納琢磨氏、事務局長に仲本興真氏を選出しました。（ヘリ基地反対協事務局長 仲本興真） 

 

 

新基地建設強行の現場から 新たな闘いを！  ヘリ基地反対協が総会 

６
・４
ミ
サ
イ
ル
配
備
を
断
念
せ
よ
！ 

 

う
る
ま
市
民
集
会
に
ご
参
加
を
！ 

と
き
・６
月
４
日
（日
）十
三
時
半
か
ら 

と
こ
ろ
・勝
連
分
屯
地
ゲ
ー
ト
前 


